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はじめに 

 

 
 

ナノテクノロジーは、情報通信、医療、環境・エネルギーなど、国民生活を豊かにし、健

康を増進し、持続的な成長をになう分野の先端的な発展に貢献する共通基盤技術として、

大きな便益が期待され、世界各国で注力されている技術である。ナノテクノロジーの健全

な発展を図ることは、ものづくり先進国であるわが国にとって極めて重要である。そういっ

た中で、一部のナノマテリアルについては、一般消費者向けの製品への利用が拡大して

おり、今後も新たな製品が開発されることにより、ナノマテリアルがさまざまな用途に用い

られることが予想される。 

他方で、ナノマテリアルの安全性に関しては、現在までに人の健康に影響を及ぼすと

いう報告はないものの、動物実験データも少なく、人の健康への影響を予想するために

十分なデータが得られた状況にはない。しかしながら、粒子のサイズが小さくなること等

により、ナノマテリアルが一般の化学物質とは異なる有害性を有することが示唆されてい

る。他方、リスク管理の観点からナノマテリアルの動物実験の毒性データのみならず、人

が実際にどれだけナノマテリアルにさらされるかを把握する必要がある。 

ナノマテリアルに関するリスク管理の観点、国際動向を把握しつつ、生体への影響や

ばく露などに関する情報を収集する必要がある。さらに、これまで集積された知見等を踏

まえて、ナノマテリアル含有製品に係るリスク手法の検討を行う必要がある。 

以上の状況を踏まえて、消費者向け製品への利用が拡大されつつあるナノマテリアル

の安全対策を検討する上で必要となる基礎資料を作成することが重要である。 

本報告書は、ナノマテリアルの国内での使用状況、ナノマテリアルの安全性に関する

文献情報のまとめ、主要国のナノマテリアル規制動向および海外行政機関等が出した報

告書の翻訳等を収録したものである。本報告書が、人の健康を確保した上での、ナノテク

ノロジーの健全な発展の一助になれば幸いである。 
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